
第５学年 社会科学習指導案 
指導者 鳥飼小学校 ５年３組 中村 健一郎しゃ                  社会科研究室 
１ 小単元名 「日本の工業の特色 日本の貿易」（１０時間） 
２ 小単元の構想 

こんな子どもだから（子どもの実態） 

関心・意欲・態度 

 本学級の子ども達は，前単元「自動車の生産にはげむ人々」の学習の中で，産業用ロボットの技能の高さ

や，それらを生産工程の中で生かす人々の工夫や努力について，自動車工場と製鉄所の見学を行い，意欲的

に調べていた。また自動車がたくさん売れていることについての関心も高くなっている。 
資料活用・表現・コミュニケーション 

 １学期単元「暖かい沖縄県の人たちのくらし」「寒い新潟県の人たちのくらし」では，わかったことを地

図にまとめる活動を仕組んだが，地図の内容を白地図に写すという活動がほとんどであり，考えを反映させ

るような地図の活用はできなかった。しかし，前単元「自動車の生産にはげむ人々」では，日本の自動車が

外国や国内でたくさん売れている理由を資料を使って意欲的に調べ、調べたことを資料を見せながら発表す

ることができていた。 
知識・理解，社会的な見方・考え方 

 自動車の生産には様々な人々の工夫や努力がつまっていること，自動車の生産のために原材料を確保した

り販売したりするために貿易や運輸などの働きが大切であることを理解している。また自動車は日本を代表

する工業製品であるという見方ができている。 
 

こんな教材で（指導要領・教材の価値） 
学習指導要領５年の内容(3)から 

我が国の工業生産について，次のことを調査したり地図や地球

儀，資料などを活用したりして調べ，それらは国民生活を支える重

要な役割を果たしていることを考えるようにする。 

ア 様々な工業製品が国民生活を支えていること 

ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力，工業生産を支え

る貿易や運輸などの働き 

イ 我が国の各種の工業生産や工業地域の分布など 

 特に本単元ではアとイの内容が中心になる。 
学習指導要領５年の目標(3)から 

社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，統計

などの各種の基礎的資料を効果的に活用

 特に

し，社会的事象の意味に

ついて考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育てるよ

うにする。 

効果的に活用

・資料から必要な情報を

するとは，資料を例にすると，第５年にお

いては，次のように活用する。 
読み取る

・資料に表されている事柄の

。 

全体的な傾向をとらえる

・複数の資料を

。 

関連付けて

・必要な資料を

読み取る。 

収集したり選択したり

・資料を

する。 

整理したり再構成したり

この目標を実現するために， 

する。 

学習問題に即して具体的に調査したり，地図帳や地球儀，統計

などの各種の基礎的資料を活用したりして調べることができるよう

にする必要がある。また，調べたことや社会的事象の意味につい

て考えたことを，根拠や解釈を示しながら図や文章などで表現し説

明することができるようにすることが大切である。 

知識理解，社会的な見方・考え方の観点から 
・様々な工業製品が日常生活を支えている 
・様々な産業において工業製品が利用されている 
・工業生産の種類   ・種類別、規模別 
・主な工業地域の分布 ・工場数  など 

↓ 

資料活用・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの観点から 

日本の工業の特色と工業生産は国民生

活を支える重要な役割を果たしているこ

とを考えることができる。 

 本小単元では，「我が国全体の工業生産

の現状や特色を具体的にとらえられるよ

うにする」ために，様々な種類の地図やグ

ラフなどの資料が必要であり，そこから必

要な事実を収集したり選択したりするな

ど，資料を活用して必要な情報を読み取る

また，それらの複数の資料から得た事実

を関連付けたり，全体的な傾向をとらえた

りすることで，

ことができる教材である。 

日本の工業の特色について

考え，表現する

 さらに，それぞれの考えを交流する場面

を設定することで，自分の考えを資料をも

とにしながら相手に伝えたり，友達の考え

を聞いて考えを見直したりすることがで

き，

子どもの姿が期待できる。 

話し合いながら，自分の考えを深める

子どもの姿が期待できる。 



 

こんな指導構想で（Ｇ研 研究内容） 

研究内容① 地図の特性を生かした学習問題の設定 

 学習問題を『日本の工業や貿易にはどのような特色があるのだろう。』と設定した。その際、「日本の工

業にはどのような特色があるのだろう。」と「日本の貿易にはどのような特色があるのだろう。」の２つの

学習問題に分けて学習を進めるようにした。 
地図には分布や広がりをとらえることができるという特性がある。この特性を生かして調べ活動を行うよ

うな単元構成を行うためには「特色」を調べることが考えられる。工業地域の分布や広がりの場所を調べる

ことで、日本全体の工業のさかんな地域に関する特色にせまらせたい。 
 また、地図には結び付きや地形をとらえることができるという特性がある。この特性を生かして調べ活動

を行えば、港や高速道路・鉄道など工業地帯と交通との関係に気付くことができたり、平地や埋立地・気温

など、工業がさかんな場所と地形との関係に気づくことができたりする。また、日本の工業は原料の輸入や

海外への輸出などの貿易を通してさかんに行われているという特色をとらえることもできる。 
 さらに、学習問題を設定する場面では、地図の位置・距離・分布

 何を…工業分布図（工業総産出額の高い都道府県のわかる地図）・日

本地図（地勢）・立体日本地図・気候区分地図・航路日本地

図・高速道路のわかる日本地図・空港の書き込まれた地図

など 

の意識をもつことができる特性を生かし

て、日本地図や世界地図を提示することで、日本の海に囲まれていること、他の国との位置関係、日本の貿

易額の多さなどに着目させ、日本の工業と貿易の特色はどのようなものであるかという疑問をもたせたい。 
 
 

研究内容② 単元の各段階における地図の位置付け 

 本小単元では、考えを深めるために地図による調べ活動や交流場面を以下のように位置づける。 
○つかむ段階…世界地図や日本地図を使って、日本の位置・外国との距離についてとらえさせ、「日本の工

業の特色」と「日本の貿易の特色」について調べようという意欲をもたせる。 

○さぐる段階…分布・広がり・結びつき・地形との関係・交通網などがわかるように工夫した地図を資料と

して与え、そこから必要な事実をつかませる。また、つかんだ事実を吟味する活動を仕組む。 

○まとめる段階…事実を整理し、自分の考えを再構成して、「日本の工業の特色は～」「日本の貿易の特色は

～」と考えを文章化する活動を仕組む。その際、白地図にその根拠となる事実を書きこんで

いくようにする。 

 ※各段階における具体的な地図は、指導計画を参照 

 

研究内容③ 地図の内容と提示するタイミング、見せ方の工夫（本時授業場面） 

何のために…日本の工業がおこなわれている場所の特色を見つけるため 

 どのように…これらの地図を教室内に掲示し、工業がさかんなわ   
けを自分で見つけられるようにする。 

       また、その地図資料を根拠として工業がさかんにな

っているわけを学習プリントに書けるように工夫

する。発表の時にも根拠として示せるようにする。 
 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何のために…工場と交通網の関係性を確認するために 
 何を…半導体（ＩＣ）工場の分布図・高速道路地図 
 どのように… まず、半導体（ＩＣ）の説明を行い、

小さくて軽い工業製品であることを説

明し、この工場が日本の各地、山間の

にも分布していることを提示する。 
次に、このわけを考える間を取る。（空

気のきれいな場所・高速道路がある） 
最後に高速道路地図と重ねて提示す

ることで、高速道路と関係があること

を確認する。 
 

こんな子どもに（単元目標） 

○ 我が国の工業と貿易の現状や特色について、地図やその他の資料を使って意欲的に調べ、日本の工業と

貿易の特色について考えようとすることができる。（関心意欲態度） 
○ 様々な事実からその関連性を読み取り、日本の工業は貿易をしながら、機械工業を中心に進められてお

り、国内だけでなく国外に向けても工業生産を進めてきたことを考えることができる。（思考判断） 
○ 我が国の工業と貿易の特色をとらえるために、地図などの資料から必要な事実を集めたり、整理したり、

それらを効果的に発信したりすることができる。（資料活用・技能・コミュニケーション能力） 
○ 我が国で生産されている工業製品の主な種類と生産額、主な工業地域の分布と立地、原材料の確保など

について、地形や交通との関係も含めて、現状が分かり特色を理解することができる。（知識理解） 

気候区分日本地図 都市人口がわかる日本地図 日本立体地図 

重ねる 

半導体工場分布図 高速道路路線図 



３ 小単元の構成図 

小単元のねらい 

 私たちの周りには様々な工業製品があり、私たちは工業製品に支えられて生活している。我が国の工業生

産は太平洋ベルトからもわかるように、埋立地を作りやすく船も入りやすい海沿いで盛んに行われており、

運輸や気候の面からも条件に恵まれた太平洋沿岸部に大きな工業地帯が作られている。また、機械工業を中

心として輸出や輸入を盛んに行うことで、我が国は利益をあげている。しかし、外国との関係も考えながら

これからの貿易は進められなければいけない。 
考ええること 

【 工業の特色 】 
◎日本の工業は機械工業を中心としている。 
◎大工場と中小工場など色々な規模の工場が協力

して生産を行っている。 
◎太平洋ベルトと言われるように太平洋側の海沿

いで盛んに工業が行われている。 
◎工業生産と運輸は深い関係があり、車や船、飛

行機を使って原料や完成品を運んでいる。 

 【 貿易の特色 】 
◎原料を輸入し、製品を輸出する加工貿易を行っ

ている。 
◎アメリカやアジアを中心に貿易が盛んに行われ

ているが、輸出入の品目によって世界の各国と

貿易を行っている。 
◎日本は貿易で利益をあげているが相手の国のこ

とも考えてこれからの貿易を行う必要がある。 
調べる事実 
○工業製品の分類 
・重化学工業 ・軽工業 …さらに細かい分類 
○多く作られている工業製品 
・機械工業中心 ・重化学工業がさかん 
○大工場と中小工場の関連 
・下請け関連工場 ・原料を加工する中小工場 
○工業がさかんな場所 
・太平洋ベルト 
・運輸（船、自動車、空港） ・平地 
・温暖な気候 ・埋立地  

 ○貿易額 
・輸出入ともに世界４位の額 
○輸出について 
・機械中心、自動車、鉄鋼 
・アメリカ、中国、韓国、台湾、香港 
○輸入について 
・原料輸入品…石油  ・機械…中国 
・原料輸入国…中近東 ・自動車…アメリカ 
○これからの貿易 
・逆輸入  ・貿易摩擦  ・貿易黒字 

４ 指導計画 

段階 配時 学習活動と内容 教師の支援 及び テーマに沿った手立て 
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１ 自分の身の回りの工業製品について考え、学習

問題を作る。 
(1)「工業」について知り、自分の身の回りにある工

業製品に目を向ける。 
 ・自分の身の回りには工業製品がたくさんある 

・種類もさまざまである 
(2)工業製品の分類について知り、資料から学習問題

を作る。 
 ○身のまわりの工業製品について出し合う。 
 ・たくさんの種類   ・なくてはならない 
○工業の分類を知る。 

 ・重化学工業…機械工業、化学工業、金属工業 
 ・軽工業…食品工業、繊維工業、紙パルプ工業など 

  
 

 
 
 
 
 

○ 工業の定義については教師が教える。

「工業」…原材料を加工して形や性質を変

えたり、部品を組み立てたりして生活に役

立つ製品を作る仕事。 
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４ 
① 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
 
 

○日本の工業の特色に目を向ける資料から疑問

や調べられることを考える。（日本地図） 
 ・どこでどんなものが盛んに作られているか 
 ・小石原では…    ・米は東北地方だった 
・大工場と中小工場の生産額と数 

  
 
 
 
 
 
 
 
○日本の貿易の特色に目を向ける資料から疑問

や調べられることを考える。（世界地図） 
 ・外国製品が身のまわりに多い   
・輸出入それぞれ世界４位 

学習問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 日本の工業の特色を資料から考える。 
(1)学習問題の答えを予想する。 
学習問題１ 
 
 ○多く作られている工業製品について予想する。 
 ・自動車  ・パソコン  ・洋服  ・食品 
 ○中小工場と大工場の関係について予想する。 
 ・関連工場 
 ○工業の盛んな場所について予想する。 
 ・海沿い  ・大都市  ・交通機関 
(2)日本で多く作られている工業製品について資料

から考える。 

 
 
 
 
○ 日本の工業の特色を調べようという意

識を持たせるために、伝統工業の小石原の

学習や米作りの農業の学習を想起させた

り、中小工場の様子を知らせたりする。 
○ 貿易の定義についても教師が教える。 
 「貿易」…輸出、輸入のように外国との品

物の売り買いのこと。 
○ 貿易がさかんに行われていることに気

づくことができるように、原産地が外国の

物や日本の貿易額のグラフを見せる。 
 
 
○ 「特色」とい 
 う言葉は、教師 
が提示すること 
も考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○↑人口世界で１０位  ○↑面積６２位 
 
 
○ 「特色」という言葉は、大きい定義であ

るため、盛んな製品、盛んな場所、工場の

規模など視点を教師が与える。 
 
 
 
○ グラフや資料を読み取り、そこからわか

る事実を特色としてまとめさせていく。 
 

日本の「工業」と「貿易」にはどのような特色

があるのだろう。 

日本の工業にはどのような特色があるのだろう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
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 ○生産額と就業人数のグラフから考える。 
 ・機械工業が中心  ・重化学工業がさかん 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)中小工場と大工場の関係について資料から考える。 
 ・関連工場    ・大工場から原材料を得る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)日本の中で工業生産がさかんに行われている場

所について考える。 
 ○日本の中で工業が盛んな場所について知る。 
 ・海沿い 
 ・関東中心 
 ・愛知、静岡が多い 
 
 
 
 ○工業生産額が高い都道府県が集まっているわ

けを資料をもとに調べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 分布図を初めに見せ、工業が盛んなわけ

をほかの地図から探していく作業を仕組

み、日本の工業の特色について考えさせる

ようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○ 調べた事実は根拠を基にしながら

学習プリントにまとめられるように

する。 
 

◎大工場と中小工場には深いつながりがあり、お

互いに協力している。 

◎日本の工業は機械工業が中心。 
◎日本の工業は重化学工業が中心。 



① 
本 
時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
① 
 
 
 
 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

(5)資料から工業のさかんな場所とその理由につい

て考える。 
 ○地図資料を関連させて考える。 

立体地図    分布図    高速道路 

     気候図        鉄道図 

       航路図  空港分布図 

 ・太平洋ベルト   ・三大工業地帯 
 
 
 ○半導体工場の分布図をもとに高速道路との関

連を考える。 
 
 
 
３ 日本の貿易の特色を資料から考える。 
(1)学習問題の答えを予想する。 
学習問題２ 
 
 ○日本の輸出の様子について予想する。 
 ・自動車  ・機械 
 ○日本の輸入の様子について予想する。 
 ・原材料  ・石油 
 
(2)資料から輸出と輸入の様子について考える。 
 ○品物について考える。 
 ・輸出も輸入も機械が多く、自動車も多い 
 ・石油などの原料を輸入して、製品を輸出 
 ○相手国について考える。 
 ・輸出の相手国はアメリカ、輸入の相手国は中国 
 ・石油の輸入は中近東 
 ・アジアとの貿易が多い 
 
 
 
 
(3)資料からこれからの貿易について考える。 
 ・逆輸入…日本が外国に工場を作り、そこで作っ

たものを輸入する 
 ・貿易摩擦…相手国とバランスのとれた貿易 
 ・貿易黒字…輸出額が輸入額よりも多いこと 
 
 
 
 
 
 
４ 工業と貿易について白地図を使ってまとめる。 
 ○必要な事実を白地図に書き表してまとめる。 
 

○ 前時で調べた結果を発表し、様々な理由

から工業生産が多く行われている場所が

集まっていることを理解する。 
 
 
○ 「太平洋ベルト」「三大工業地帯」につ

いて教師が教える。 
○ 半導体工場の分布図を最後に見せるこ

とで、運輸と工業の関係性を確認させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 輸出と輸入の視点から予想させる。 
○ 予想の根拠となるような工業の資料は

教室に掲示しておく。 
○ 貿易の品目や相手国から原料を輸入し

て製品を輸出するという日本の貿易の特

色について考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 白地図でまとめることで、根拠となる事

実をはっきりさせながら特色について自

分の考えをまとめさせる。 

◎日本の工業は太平洋ベルトといわれる太平洋

側の海沿いで多く行われている。 

日本の貿易にはどのような特色があるのだろう。 

◎加工貿易…原料を輸入して製品を輸出する 
◎アジアを中心に貿易を行う 
◎自動車はアメリカに、石油は中近東から 

◎日本は貿易でもうかっている 
◎相手の国のことも考えて貿易をする必要 

◎これから、太平洋ベルトだけでなく様々な場所

で工業生産は行われていく。 



５ 本時 「日本の工業のさかんな場所について地図資料から考えを深める」（６／１０）  ５年〇組教室 

 

６ 本時の目標 

 ○ 日本の工業のさかんな場所について、地図資料からその理由を考え、話し合うことで考えを深めるこ

とができる。（思考・判断） 
 
７ 本時指導の考え方 

 前時までに子ども達は『日本の工業にはどのような特色があるのだろう』という学習問題で、「日本では

どのような工業製品を多く作っているか」「大工場と中小工場はどのような関連があるか」について資料か

ら必要な事実を読み取り、日本の工業の特色を考えた。 
 本時では「日本の工業がどこでさかんに行われているか」について地図資料を中心に必要な事実を読み取

ったものを話し合い、日本の工業生産が太平洋ベルトと呼ばれる太平洋沿岸部に集まっている理由を見つけ、

日本の工業の特色を考えることをねらいとしている。 
 太平洋ベルトに工業生産が集まっている理由を以下の７点の理由とする。 
 ①海沿い…原料や完成品を船で運ぶのに便利 
 ②海沿い…埋立地を作りやすいから（敷地を広げやすい・大型船も近づけやすくすることができる） 
 ③平地…平地のほうが、工場を建てやすい 
 ④都市部…働く人を集めやすい （市場が近く売りやすい） 
 ⑤高速道路…高速道路でつながっており、輸送に便利 
 ⑥空港…空路での輸送も便利 
 ⑦気候…日本海側だと雪が積もりやすいが、太平洋側は比較的温暖な気候 
    この他、電力が得やすい、工業用水が確保できる、波が穏やかな入り江や湾になっているなども挙げられる。 
 これらの理由を見つけ、工業がさかんな場所について考えを深めることができるように以下のような仮設

を設定し手立てを行う。 
 
授業仮説 
 
 
 
 
 
○ まず、前時までに調べた「工業がさかんな場所」の理由について話し合う活動を仕組む。その際、根拠

となる地図は教室に掲示しておき、地図を見ながら話し合いが進められるようにする。 
 
○ 様々な理由が出て、話し合った後は、教師が「太平洋ベルト」と「中京工業地帯」「京浜工業地帯」「阪

神工業地帯」の３つの「三大工業地帯」という言葉を教えてまとめる。 
 
○ さらに半導体（IC）工場の分布図を提示し、平地や海沿いに限らず内陸部にも作られていることを読み

取らせ、これらの分布は今まで話し合ったどの理由から分布されているかを考えさせる。 
 
○ 半導体工場と高速道路図を重ね合わせて提示することで、軽くて小さい半導体は

車での運搬に適しており、空気もきれいな場所で作られるほうがよいことから、全

国で作られるようになっていることを知らせる。 
 
○ 最後に三大工業地帯以外の場所でも工業生産が進んで

いることを知らせる。 
 
○ 「今日の学習で」を書き、本時のまとめを行う。 
 
 

 工業がさかんな場所がわかる「分布図」と、工夫した「地図」をもとに、工業がさか

んな場所が集まる理由についての話し合いを仕組んだり、半導体工場の分布図と高速道

路図の提示の仕方を工夫したりすれば、子ども達は日本の工業生産が多く行われている

場所の様子がわかり、日本の工業の特色について考えを深めることができるであろう。 



８ 本時の展開 

配時 学習活動と内容 支援・留意点 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 

15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
８ 

１．本時のめあてを確認する。 
学習問題 
 
 
めあて 
 
 
 
 
２．工業生産がさかんな場所とその理由について

話し合う。 
(1)資料からわかる事実をもとに話し合う。 
・立体地図…平地、入江 
・日本地図（行政）…人口の多い場所 
・高速道路、港、空港…交通網 
・気候図…温暖な気候 
・埋立地の資料…埋立地 

(2)工業がさかんに行われている場所についてま

とめる。 
 ・人口  ・平地  ・交通網  ・海沿い 
 ・「太平洋ベルト」 
 ・「三大工業地帯」…中京・京浜・阪神 
 
３．半導体工場の分布図をもとに理由を話し合う。 
(1)半導体について知る。 
 ・小さい  ・軽い  ・機械製品 
(2)半導体工場の分布を知る。 
 ・日本各地  ・太平洋ベルトとは限らない 
(3)まとめを参考に理由を考える。 
・高速道路  ・内陸でもできる理由… 

(4)自分の考えを出し合う。 
 ○理由をはっきりとさせながら発表する。 
(5)分布図と高速道路図を重ねて運輸と工業生産

について確認する。 
 ・空気のきれいなところで作らなければならな

い 
  
 
 
 
 
 
 
・最近は様々な場所でも工業生産がおこなわれて

いる。 
５．今日の学習をまとめる。 
  ○「今日の学習で」にまとめる。 

 
 
 
 
 
○ 教室の色々な場所に地図を掲示し、自由に見

て回れるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 根拠をはっきりとさせながら、自分の考えを

発表させる。話し合うことで、考えを深められ

るようにする。 
○ 太平洋ベルト・三大工業地帯については教師

が教える。 
 
○ 太平洋側や海沿いに限らず、山間の場所など

色々な場所に点在している半導体工場の分布図

を示し、太平洋ベルトに限らず工業生産がおこ

なわれている事実を捉えられるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「今日の学習で」で、自分の考えの深まりに

ついて振り替えられるようにする。 
 

工業生産がさかんに行われている場所とそ

の理由について話し合い、日本の工業の特色に

ついて考えを深めよう。 

日本の工業にはどのような特色があるのだ

ろう。 


